
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

 
規

則

〇
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
会　

計　

課
）　

　

一

 
告

示

〇
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請 

（
共
同
参
画
社
会
推
進
課
）　

　

一

〇
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
申
請 

（　
　

同　
　

）　

　

一

〇
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定 

（
障
害
福
祉
課
）　

　

二

〇
道
路
の
供
用
開
始 

（
道　

路　

課
）　

　

二

〇
土
地
区
画
整
理
組
合
の
定
款
変
更
の
認
可 

（
都
市
計
画
課
）　

　

二

 
教
育
委
員
会

〇
退
職
手
当
の
支
給
制
限 

　
　

二

 
監
査
委
員

〇
定
期
監
査
結
果
等
に
対
す
る
措
置
の
公
表 

　
　

三

 
公
安
委
員
会

〇
警
備
業
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
検
定
の
実
施 

　

八

 
規

則

　

財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
十
二
月
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
八
十
五
号

　
　
　

財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
宮
城
県
規
則
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
五
十
条
第
四
項
第
三
号
中
「
料
金
後
納
郵
便
物
の
料
金
」
を
「
郵
便
約
款
に
お
い
て
料
金
を
後
納
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
郵
便
物
若
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
の
料
金
（
第
五
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
「
料
金
後
納
郵
便
物
等
の

料
金
」
と
い
う
。）」
に
改
め
る
。

　

第
五
十
二
条
第
一
項
中
「
料
金
後
納
郵
便
物
」
を
「
料
金
後
納
郵
便
物
等
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
千
四
十
八
号

　

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人

の
設
立
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
十
二
月
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
ネ
ッ
ト

一　

代
表
者
の
氏
名　
　
　
　
　
　
�
原　

隆
文

二　

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地　
　

栗
原
市
築
館
伊
豆
二
丁
目
六
番
一
号

三　

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的　
　

こ
の
法
人
は
、
高
齢
者
及
び
そ
の
家
族
や
介
護
従
事
者
等
関
係
者
に
対
し
て
、
介

護
や
権
利
擁
護
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

四　

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日　
　
　

平
成
二
十
一
年
十
一
月
四
日 

〇
宮
城
県
告
示
第
千
四
十
九
号

　

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
特
定
非
営
利
活
動

法
人
の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
五
項
で
準
用
さ
れ
る
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告

示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
十
二
月
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

ら
く
ら
く
住
ま
い
る
創
造
セ
ン
タ
ー

一　

代
表
者
の
氏
名　
　
　
　
　
　

齋　

昇

二　

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地　
　

岩
沼
市
桜
二
丁
目
四－

三

三　

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的　
　

こ
の
法
人
は
、
豊
富
な
専
門
知
識
と
長
年
培
っ
た
確
か
な
技
術
を
有
す
る
技
術
者

と
市
民
及
び
介
護
・
医
療
等
の
専
門
家
が
協
力
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
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高
齢
者
・
身
体
の
不
自
由
な
人
々
の
暮
ら
し
や
す
い
住
環
境
の
改
善
並
び
に
在
宅

介
護
に
必
要
な
相
談
・
技
術
提
供
等
に
関
す
る
事
業
及
び
公
益
的
施
設
の
環
境
改

善
事
業
を
行
い
、
個
性
溢
れ
る
地
域
社
会
の
実
現
と
だ
れ
も
が
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

四　

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日　
　
　

平
成
二
十
一
年
十
一
月
二
十
日 

〇
宮
城
県
告
示
第
千
五
十
号

　

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
十
二
月
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
千
五
十
一
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
一
年
十
二
月
八
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
北
部

土
木
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
十
二
月
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
千
五
十
二
号

　

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土
地
区
画
整

理
組
合
の
定
款
の
変
更
に
つ
い
て
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
一
年
十
二
月
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

組
合
の
名
称

　
　

岩
沼
市
三
軒
茶
屋
西
土
地
区
画
整
理
組
合

二　

事
務
所
の
所
在
地

　
　

岩
沼
市
押
分
字
奥
山
六
十
五
番
地
の
四

三　

設
立
認
可
の
年
月
日

　
　

平
成
十
一
年
十
二
月
六
日

四　

変
更
の
内
容

　
　

役
員
の
定
数

　
　

（
変
更
前
）
第
十
条　

こ
の
組
合
の
役
員
定
数
は
、
理
事
十
人
、
監
事
二
人
と
す
る
。

　
　

（
変
更
後
）
第
十
条　

こ
の
組
合
の
役
員
定
数
は
、
理
事
七
人
、
監
事
二
人
と
す
る
。

　
　

総
代
の
定
数

（
変
更
前
）
第
三
十
七
条　

総
代
の
定
数
は
、
十
五
人
と
し
、
所
有
権
者
た
る
組
合
員
及
び
借
地
権
者
た
る
組
合

員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
う
ち
か
ら
各
別
に
選
挙
す
る
。

（
変
更
後
）
第
三
十
七
条　

総
代
の
定
数
は
、
十
七
人
と
し
、
所
有
権
者
た
る
組
合
員
及
び
借
地
権
者
た
る
組
合

員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
う
ち
か
ら
各
別
に
選
挙
す
る
。

五　

変
更
認
可
の
年
月
日

　
　

平
成
二
十
一
年
十
一
月
三
十
日

教
育
委
員
会

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
告
示
第
三
十
号

　

職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
八
年
宮
城
県
条
例
第
七
十
号
）
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、

退
職
手
当
の
支
給
制
限
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
十
二
月
八
日

 

宮

城

県

教

育

委

員

会　
　
　

一　

被
処
分
者

　
　

森　

昌�

二　

退
職
時
の
勤
務
公
署
及
び
職
名

　
　

宮
城
県
東
松
島
市
立
鳴
瀬
第
一
中
学
校
教
諭

三　

処
分
内
容

　

職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
一
般
の
退
職
手
当
等
の
全
部
又
は
一
部
を

支
給
し
な
い
こ
と
と
す
る
処
分
と
し
て
、
左
記
の
金
額
を
支
払
わ
な
い
こ
と
と
す
る
。
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事

業

所

番

号

〇
四
二
〇
二
〇
〇
一
一
五

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

夢
み
の
里　

こ
も
れ
び

石
巻
市
和
渕
字
笈
入
十

三
番
二
号

指
定
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

共
同
生
活
介
護

共
同
生
活
援
助

設
置
者
名

特
定
非
営
利
活

動
法
人
夢
み
の

里

指
定
年
月
日

平
成
二
十
一
年

十
一
月
一
日

道

路

の

種

類

県

道

路

線

名

油
島
栗
駒
線

供

用

開

始

の

区

間

栗
原
市
金
成
小
迫
荒
崎
一
四
番
一
地
先
か
ら

同
市
金
成
小
迫
荒
崎
九
一
番
一
地
先
ま
で

供
用
開
始
年
月
日

平
成
二
十
一
年

　
　
　

十
二
月
八
日



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

　
　
　

金
千
五
百
九
万
二
千
百
七
十
四
円

四　

支
給
制
限
処
分
の
理
由

　

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
並
び
に
県

費
負
担
教
職
員
の
任
免
、
分
限
及
び
懲
戒
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
宮
城
県
条
例
第
三
十
六
号
）
の
規
定
に

よ
り
懲
戒
処
分
と
し
て
、
免
職
さ
れ
退
職
し
た
た
め
。

五　

効
力
発
生
日

　
　

平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
三
日

六　

教
示

１　

こ
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
三
日
か
ら
起
算
し
て
六
十
日
以
内
に
、

宮
城
県
知
事
に
対
し
て
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２　

こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
右
記
の
不
服
申
立
て
を
行
っ
た
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
二
十
一
年
十
二
月
二

十
三
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台
地
方
裁
判
所
に
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提

起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３　

右
記
の
不
服
申
立
て
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
不
服
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
又
は
決
定
が
あ
っ
た
こ
と

を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台
地
方
裁
判
所
に
こ
の
処
分
の
取

消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
監
査
委
員

（3）　 平成21年12月８日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第2114号　　 

（
処
分
前
の
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
）

　

金
千
五
百
九
万
二
千
百
七
十
四
円

（
処
分
後
に
支
払
わ
れ
る
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
）

　

金
〇
円

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
14号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号

）
第
199条

第
９
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
し
た
定
期
監
査
結
果
等
に
つ
い
て
，

宮
城
県
知
事
か
ら
同
条
第
12項

の
規
定
に
よ
り
下
記
の
措
置
を
講
じ
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
，
同
条
同
項
の
規
定

に
基
づ
き
公
表
す
る
。

　
　
平
成
21年

12月
８
日

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
内
　
　
海
　
　
　
　
　
太
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
佐
　々
　木
　
　
敏
　
　
克
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
遊
　
　
佐
　
　
勘
左
衛
門
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
工
　
　
藤
　
　
鏡
　
　
子
　
　
　

１
　
監
査
委
員
の
報
告
日

　
　
平
成
21年

９
月
11日

２
　
通
知
の
あ
っ
た
日

　
　
宮
城
県
知
事
　
平
成
21年

10月
23日

３
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
及
び
措
置
の
内
容

　
�
　
税
務
課

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
県
税
事
務
所
に
対
す
る
収
納
促
進
の
指
導
徹
底
と
適
切
な
債

権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
Ｈ
20年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
3,170,285,635円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
4,997,142,850円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
8,167,428,485円

　
　
　
　
・
Ｈ
19年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
3,180,824,481円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
4,320,586,113円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
7,501,410,594円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
「
宮
城
県
滞
納
額
縮
減
対
策
本
部
」
を
継
続
し
て
設
置
す
る
と
と
も
に
，「
宮
城
県
税
収
確
保
対
策
３
か
年

計
画
」
に
基
づ
く
縮
減
目
標
を
掲
げ
，
各
県
税
事
務
所
に
収
入
未
済
額
の
縮
減
目
標
を
設
定
さ
せ
，
財
産
調
査

の
徹
底
や
差
押
徴
収
の
強
化
な
ど
早
期
滞
納
処
分
を
着
実
に
実
行
し
，
大
幅
な
縮
減
目
標
達
成
に
向
け
，
進
行

管
理
の
徹
底
と
収
納
促
進
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
，
各
県
税
事
務
所
に
お
い
て
は
，
定
期
的
に

滞
納
事
案
検
討
会
を
開
催
し
て
お
り
，
当
課
に
お
い
て
も
引
き
続
き
適
切
な
債
権
管
理
に
向
け
た
指
導
，
助
言

を
行
っ
て
い
く
。

　
特
に
収
入
未
済
額
が
２
年
連
続
で
増
加
し
た
個
人
県
民
税
の
徴
収
対
策
に
つ
い
て
は
，
新
設
さ
れ
た
地
方
税

徴
収
対
策
室
に
よ
る
市
町
村
税
滞
納
額
の
縮
減
と
市
町
村
と
共
同
し
て
企
業
へ
の
特
別
徴
収
移
行
要
請
な
ど
を

実
施
し
，
収
入
未
済
額
の
縮
減
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　
�
　
総
合
交
通
対
策
課
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イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
離
島
航
路
事
業
経
営
安
定
化
資
金
貸
付
金
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
収
納
促
進
と
適
切
な
債

権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
Ｈ
20年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

0円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
18,192,370円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
18,192,370円

　
　
　
　
・
Ｈ
19年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

2,892,370円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
15,300,000円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
18,192.370円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
収
入
未
済
と
な
っ
て
い
る
債
権
に
つ
い
て
は
，
平
成
21年

９
月
末
現
在
，
破
産
手
続
開
始
決
定
が
行
わ
れ
て

破
産
管
財
人
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
お
り
，
債
権
者
集
会
へ
の
出
席
や
関
係
者
か
ら
の
情
報
収
集
等
に
よ
っ
て

状
況
把
握
を
行
っ
て
い
る
。

　
な
お
，
当
該
債
権
に
係
る
抵
当
権
を
設
定
し
て
い
た
財
産
に
つ
い
て
，
破
産
管
財
人
に
よ
る
任
意
売
却
が
な

さ
れ
た
こ
と
か
ら
，
平
成
21年

度
に
1,170,000円

を
新
た
に
回
収
し
た
。

　
今
後
も
，
引
き
続
き
，
関
係
者
か
ら
の
状
況
把
握
と
収
納
促
進
に
努
め
る
と
と
も
に
，
地
元
市
町
等
と
連
携

し
て
，
適
切
な
債
権
管
理
を
行
っ
て
い
く
。

　
�
　
廃
棄
物
対
策
課

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
特
別
納
付
金
（
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
行
政
代
執
行
に
係
る
費
用
）
に
お
い
て
，
債
務
者
に
対
し
て
納

付
命
令
し
て
い
る
も
の
の
，
納
付
さ
れ
て
な
い
状
況
に
あ
り
，
引
き
続
き
適
切
な
債
権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
Ｈ
20年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
67,309,098円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
96,628,246円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
163,937,344円

　
　
　
　
・
Ｈ
19年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

8,812,082円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
87,816,164円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
96,628,246円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
債
務
者
に
対
し
て
面
談
等
を
行
う
な
ど
納
付
を
促
し
た
ほ
か
，
金
融
機
関
や
所
在
市
町
村
の
協
力
を
得
て
資

産
調
査
を
実
施
し
た
が
，
優
良
な
資
産
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
，
所
在
が
不
明
で
納
付
命
令
書
等
が
返

戻
さ
れ
た
債
務
者
に
つ
い
て
は
，
国
税
徴
収
法
の
例
に
な
ら
い
公
示
送
達
を
行
っ
て
法
的
な
送
達
の
効
力
を
確

保
し
た
。
一
方
で
，
関
係
市
町
村
の
協
力
を
得
な
が
ら
所
在
調
査
を
行
っ
た
が
，
債
務
者
の
所
在
を
確
認
す
る

ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　
さ
ら
に
，
債
務
者
（
原
告
）
か
ら
措
置
命
令
及
び
納
付
命
令
の
取
消
訴
訟
を
提
起
さ
れ
，
県
が
被
告
に
な
っ

た
裁
判
に
つ
い
て
は
，
９
回
に
わ
た
る
口
頭
弁
論
や
弁
論
準
備
が
行
わ
れ
，
県
の
行
っ
た
処
分
の
正
当
性
を
主

張
し
た
結
果
，
原
告
（
債
務
者
）
の
請
求
が
棄
却
さ
れ
る
判
決
（
Ｈ
21. 9. 8）

を
受
け
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
そ
の
後
判
決
確
定
）

　
今
後
，
引
き
続
き
，
粘
り
強
く
債
務
者
に
納
付
を
促
す
交
渉
を
行
っ
て
い
く
ほ
か
資
産
調
査
や
所
在
調
査
を

実
施
し
て
，
強
制
徴
収
や
一
部
納
付
も
検
討
し
な
が
ら
収
入
未
済
の
縮
減
を
図
っ
て
い
く
も
の
と
す
る
。

　
�
　
医
療
整
備
課

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
医
学
生
修
学
資
金
等
貸
付
金
及
び
看
護
学
生
等
修
学
資
金
貸
付
金
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，

収
納
促
進
と
適
切
な
債
権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
〇
医
学
生
修
学
資
金
等
貸
付
金

　
　
　
　
　
・
Ｈ
20年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
7,000,000円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

0円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
7,000,000円

　
　
　
　
〇
看
護
学
生
等
修
学
資
金
貸
付
金

　
　
　
　
　
・
Ｈ
20年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
1,021,477円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
2,406,000円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
3,427,477円

　
　
　
　
　
・
Ｈ
19年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

557,000円
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過
年
度
分
 
2,755,000円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
3,312,000円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
〇
医
学
生
修
学
資
金
等
貸
付
金

　
債
務
者
が
医
学
部
に
復
学
し
た
こ
と
等
の
現
状
を
考
慮
し
て
，
地
方
自
治
法
施
行
令
及
び
財
務
規
則
に
基

づ
き
，
平
成
21年

10月
５
日
付
け
で
履
行
延
期
の
特
約
等
承
認
の
手
続
を
行
っ
た
。
今
後
は
，
適
宜
債
務
者

の
状
況
を
把
握
し
，
適
切
な
債
権
管
理
に
努
め
る
。

　
再
発
防
止
策
と
し
て
，
平
成
20年

度
か
ら
新
規
貸
付
け
の
際
の
連
帯
保
証
人
の
本
人
確
認
を
徹
底
す
る
と

と
も
に
，
平
成
19年

度
以
前
の
既
貸
付
者
に
つ
い
て
も
連
帯
保
証
人
全
員
の
本
人
確
認
（
印
鑑
登
録
証
明
書

の
徴
求
）
を
実
施
し
た
。
ま
た
，
退
学
等
で
生
じ
る
貸
付
金
の
有
利
子
償
還
の
リ
ス
ク
や
連
帯
保
証
等
に
関

し
，
申
請
者
へ
の
説
明
に
配
意
し
て
い
る
。

　
　
　
〇
看
護
学
生
等
修
学
資
金
貸
付
金

　
未
納
者
に
対
し
，
文
書
に
よ
る
督
促
，
催
告
の
ほ
か
，
電
話
に
よ
る
納
入
督
促
及
び
連
帯
保
証
人
へ
の
納

入
依
頼
を
行
い
，
収
納
促
進
に
努
め
た
。

　
収
入
未
済
発
生
防
止
策
と
し
て
，
各
養
成
施
設
か
ら
の
貸
付
希
望
者
推
薦
時
に
は
，
本
修
学
資
金
の
趣
旨

を
徹
底
し
，
厳
し
く
選
定
を
依
頼
し
て
い
る
。
ま
た
，
貸
付
決
定
時
に
は
，
連
帯
保
証
人
に
対
し
て
も
連
帯

債
務
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。

　
平
成
21年

９
月
現
在
の
収
入
未
済
状
況
は
，
10名

（
△
４
名
）
2,908,000円

（
△
519,477円

）
と
縮
減

し
て
い
る
が
，
引
き
続
き
債
務
者
の
状
況
把
握
に
努
め
，
適
切
な
債
権
管
理
と
と
も
に
収
納
促
進
を
図
る
。

　
�
　
子
ど
も
家
庭
課

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
児
童
扶
養
手
当
給
付
費
返
還
金
に
お
い
て
，
不
納
欠
損
処
分
す
る
時
期
が
遅
延
し
た
も
の
が
認
め
ら
れ
た
の

で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
２
年
以
上
　
1,756件

　
35,358,010円

　
　
　
　
・
１
年
以
上
　
　
180件

　
12,788,680円

　
　
　
　
・
１
年
未
満
　
 　
51件

 
 　
822,120円

　
　
　
　
・
合
　
　
計
　
1,987件

　
48,968,810円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
宮
城
県
収
入
未
済
額
縮
減
推
進
会
議
の
処
理
方
針
に
基
づ
き
，
債
権
回
収
に
努
め
る
と
と
も
に
，
消
滅
時
効

に
よ
り
徴
収
で
き
な
い
債
権
が
発
生
し
た
場
合
，
毎
年
，
年
度
末
に
，
不
納
欠
損
処
理
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

　
�
　
子
ど
も
家
庭
課

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
償
還
金
及
び
児
童
保
護
費
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
保
健
福
祉

事
務
所
，
児
童
相
談
所
に
対
す
る
収
納
促
進
の
指
導
徹
底
と
適
切
な
債
権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
〇
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
償
還
金

　
　
　
　
　
・
Ｈ
20年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
16,070,486円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
50,129,691円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
66,200,177円

　
　
　
　
　
・
Ｈ
19年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
16,402,078円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
42,066,775円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
58,468,853円

　
　
　
　
〇
児
童
保
護
費

　
　
　
　
　
・
Ｈ
20年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
4,398,594円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
11,413,679円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
15,812,273円

　
　
　
　
　
・
Ｈ
19年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
4,467,610円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
9,559,969円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
14,027,579円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
収
入
促
進
対
策
と
収
入
未
済
の
発
生
防
止
対
策
を
継
続
的
に
実
行
し
，
申
請
段
階
か
ら
償
還
ま
で
納
入
義
務

者
の
生
活
状
況
を
十
分
に
確
認
す
る
な
ど
，
納
入
義
務
者
に
対
し
，
き
め
細
や
か
な
助
言
・
指
導
を
行
う
よ
う

保
健
福
祉
事
務
所
・
児
童
相
談
所
へ
の
指
導
を
徹
底
し
て
い
く
こ
こ
と
す
る
。
ま
た
，「
収
入
未
済
額
の
縮
減

に
向
け
た
行
動
計
画
」
で
掲
げ
た
目
標
の
達
成
に
向
け
た
適
切
な
事
務
処
理
の
実
施
に
つ
い
て
指
導
す
る
と
と

も
に
，
各
事
務
所
に
お
け
る
効
果
的
な
収
納
促
進
策
等
に
つ
い
て
の
情
報
共
有
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　
�
　
産
業
人
材
対
策
課
（（
旧
）
産
業
人
材
・
雇
用
対
策
課
）

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
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補
助
金
等
精
算
返
還
金
に
対
す
る
損
害
賠
償
金
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
収
納
促
進
と
適
切

な
債
権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
〇
認
定
職
業
訓
練
事
業
費
補
助
金
等
精
算
返
還
金
に
対
す
る
損
害
賠
償
金

　
　
　
　
　
・
Ｈ
20年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

0円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 109,819,000円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 109,819,000円

　
　
　
　
　
・
Ｈ
19年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 109,819,000円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

0円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 109,819,000円

　
　
　
　
（
役
員
８
名
へ
の
損
害
賠
償
額
の
合
計
で
，
実
質
的
返
還
対
象
額
は
，
15,398,000円

で
あ
る
。）

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
平
成
21年

２
月
２
日
登
米
市
技
能
者
訓
練
協
会
の
元
役
員
８
名
に
対
し
，
15,398,000円

の
不
法
行
為
損
害

賠
償
訴
訟
を
提
起
し
た
。

　
元
事
務
局
長
に
つ
い
て
は
請
求
全
額
の
支
払
い
を
命
じ
る
判
決
が
確
定
し
て
い
る
が
，
本
件
不
正
受
給
に
係

る
刑
事
事
件
の
受
刑
執
行
猶
予
期
間
中
で
あ
り
，
ア
ル
バ
イ
ト
収
入
し
か
な
く
，
資
産
も
な
い
状
態
で
あ
る
。

　
口
頭
弁
論
を
４
回
終
了
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
，
弁
護
士
と
も
相
談
し
な
が
ら
今
後
も
裁
判
を
進
め
，
債
権
回

収
の
可
能
性
が
高
い
残
り
７
名
か
ら
の
支
払
い
を
求
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
�
　
農
林
水
産
経
営
支
援
課

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
貸
付
金
償
還
金
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
収
納
促
進
と
適
切
な

債
権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
Ｈ
20年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

295,000円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
10,016,000円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
10,311,000円

　
　
　
　
・
Ｈ
19年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

295,000円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

9,756,000円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
10,051,000円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
貸
付
金
償
還
金
の
収
入
未
済
額
に
つ
い
て
は
，
電
話
連
絡
や
訪
問
面
談
に
よ
り

債
務
者
の
実
態
を
把
握
し
な
が
ら
納
入
を
促
す
と
と
も
に
，
関
係
機
関
か
ら
必
要
な
情
報
を
得
な
が
ら
，
収
入

確
保
に
努
め
て
い
る
が
，
今
後
と
も
貸
付
先
の
現
状
を
確
認
し
収
入
未
済
の
発
生
防
止
に
努
め
て
い
く
こ
と
と

す
る
。
ま
た
，
長
期
延
滞
者
の
中
に
は
無
資
力
に
近
い
も
の
が
あ
り
，
償
還
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
状
況
も
見

受
け
ら
れ
る
の
で
，
今
後
は
，
連
帯
保
証
人
を
含
む
債
務
者
の
資
産
状
況
や
返
済
能
力
等
を
精
査
し
，
不
納
欠

損
処
理
も
視
野
に
入
れ
て
処
理
方
法
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　
�
　
都
市
計
画
課

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
土
地
区
画
整
理
組
合
貸
付
金
償
還
金
に
係
る
延
滞
金
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
収
納
促
進
と

適
切
な
債
権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
Ｈ
20年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
35,651,541円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

2,120,547円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
37,772,088円

　
　
　
　
・
Ｈ
19年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

0円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
43,269,447円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
43,269,447円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
Ｈ
19年

度
分
の
内
41,148,900円

に
つ
い
て
は
，
大
和
・
富
谷
町
南
富
吉
地
区
に
係
る
貸
付
金
利
息
の
償
還

が
遅
延
し
た
も
の
で
あ
る
が
，
平
成
20年

度
に
支
払
い
を
完
了
し
て
い
る
。

　
Ｈ
20年

度
分
に
つ
い
て
は
，
名
取
市
愛
島
東
部
第
二
地
区
に
係
る
平
成
11年

度
及
び
平
成
14年

度
貸
付
分
の

延
滞
金
・
延
納
金
で
あ
る
。

　
県
で
は
，
平
成
21年

３
月
か
ら
金
融
団
・
建
設
業
者
か
ら
な
る
債
権
者
合
同
会
議
を
開
催
し
，
今
後
の
保
留

地
販
売
に
よ
る
計
画
的
な
債
務
返
済
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
，
組
合
が
設
置
す
る
販
売
促
進
協
議
会
に
お
い
て
販
売
戦
略
を
促
進
し
，
保
留
地
の
販
売
が
活
性
化

す
る
よ
う
に
指
導
を
継
続
し
て
い
く
。
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な
お
，
貸
付
に
当
た
っ
て
は
連
帯
保
証
人
を
設
定
し
て
お
り
，
平
成
17年

に
は
担
保
の
設
定
も
行
い
債
権
の

保
全
を
図
っ
て
い
る
。

　
�
　
住
宅
課

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
県
営
住
宅
使
用
料
及
び
県
営
住
宅
駐
車
場
使
用
料
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
収
納
促
進
と
適

切
な
債
権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
〇
県
営
住
宅
使
用
料

　
　
　
　
　
・
Ｈ
20年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
82,055,142円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 149,508,863円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 231,564,005円

　
　
　
　
　
・
Ｈ
19年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
58,020,060円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 146,032,581円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 204,052,641円

　
　
　
　
〇
県
営
住
宅
駐
車
場
使
用
料

　
　
　
　
　
・
Ｈ
20年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
6,814,500円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
6,596,980円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
13,411,480円

　
　
　
　
　
・
Ｈ
19年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
5,175,500円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
5,854,108円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
11,029,608円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
〇
滞
納
者
約
900人

に
対
し
滞
納
期
間
及
び
状
況
に
応
じ
た
滞
納
整
理
を
強
化
す
る
。

　
　
　
　
・
１
か
月

　
　
　
　
　
本
人
あ
て
文
書
催
告
，
電
話
催
告

　
　
　
　
・
２
～
11か

月

　
　
　
　
　
連
帯
保
証
人
あ
て
納
付
協
力
依
頼
，
債
務
履
行
要
請
書
の
送
付

　
　
　
　
　
訪
問
催
告

　
　
　
　
　
本
人
面
談
（
７
，
11，

２
月
）

　
　
　
　
・
12か

月
以
上

　
　
　
　
　
明
渡
し
訴
訟
対
象
文
書

　
　
　
　
　
勤
務
先
等
へ
の
電
話
催
告

　
　
　
　
　
本
人
面
談
（
７
，
11，

２
月
）

　
　
　
〇
滞
納
整
理
強
化
期
間
，
休
日
滞
納
整
理
の
設
定

　
　
　
　
・
決
算
期
　
４
～
５
月

　
　
　
　
・
夏
期
　
７
～
８
月

　
　
　
　
・
冬
期
　
12月

　
　
　
〇
新
た
な
取
組
み
と
し
て
収
入
率
が
98％

未
満
の
滞
納
者
が
多
い
27団

地
の
集
中
的
な
訪
問
催
告
を
行
う
。

　
退
去
者
の
滞
納
分
に
つ
い
て
は
，
平
成
20年

度
分
を
新
た
に
依
頼
し
，
引
き
続
き
民
間
債
権
回
収
会
社
に

回
収
を
依
頼
し
て
い
る
。

　
�
　
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
補
助
金
に
お
い
て
，
補
助
対
象
外
経
費
に
流
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い

よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
財
団
法
人
宮
城
県
体
育
協
会
に
補
助
し
た
ス
ポ
ー
ツ
選
手
強
化
対
策
費
補
助
金
の
う
ち
，
宮
城
県
レ
ス
リ

ン
グ
協
会
及
び
宮
城
県
高
等
学
校
体
育
連
盟
へ
交
付
し
た
間
接
補
助
金
に
つ
い
て
，
東
北
工
業
大
学
高
等
学

校
が
補
助
対
象
外
経
費
（
昼
食
代
，
補
食
代
，
消
耗
品
購
入
代
等
）
に
充
当
し
て
い
た
も
の
。

　
　
　
　
・
補
助
期
間
　
平
成
15年

度
～
19年

度

　
　
　
　
・
交
付
先
　
　
財
団
法
人
宮
城
県
体
育
協
会

　
　
　
　
・
交
付
額
 
126,884,379円

　
　

　
　
　
　
・
返
還
額
 

5,895,243円
　
　

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
宮
城
県
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
に
交
付
さ
れ
た
「
競
技
力
向
上
対
策
事
業
補
助
金
」
の
う
ち
，
東
北
工
業
大
学
高

等
学
校
が
実
施
し
た
平
成
15年

度
か
ら
平
成
19年

度
の
事
業
で
の
不
適
切
な
事
務
処
理
の
内
容
が
確
認
さ
れ

た
こ
と
か
ら
，
宮
城
県
体
育
協
会
に
対
し
て
，
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
に
交
付
さ
れ
た
補
助
金
の
う
ち
，
東
北
工
業

大
学
高
等
学
校
が
実
施
し
た
事
業
に
対
す
る
補
助
金
の
返
還
を
求
め
る
と
と
も
に
，
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
に
対
し

て
，
補
助
事
業
の
適
正
執
行
と
再
発
防
止
策
の
策
定
を
求
め
た
。
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当
該
補
助
金
5,895,243円

は
，
平
成
21年

３
月
27日

に
返
還
さ
れ
た
。
ま
た
，
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
か
ら
，

事
業
の
適
正
執
行
及
び
再
発
防
止
策
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。

　
県
及
び
宮
城
県
体
育
協
会
は
，
再
発
防
止
策
と
し
て
，
過
去
５
年
間
に
交
付
さ
れ
た
補
助
金
に
つ
い
て
，
全

競
技
団
体
の
報
告
書
を
再
点
検
す
る
と
と
も
に
，
補
助
金
に
対
す
る
中
間
検
査
の
実
施
や
，
提
出
書
類
の
二
段

階
審
査
の
実
施
な
ど
，
審
査
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
，
補
助
金
交
付
団
体
の
事
務
局
長
及
び
担
当

者
会
議
等
を
通
じ
，
補
助
金
交
付
要
綱
の
遵
守
を
徹
底
し
た
。

　
�
　
警
察
本
部

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
放
置
違
反
金
及
び
損
害
賠
償
金
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
収
納
促
進
と
適
切
な
債
権
管
理
を

図
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
　
〇
放
置
違
反
金

　
　
　
　
　
・
Ｈ
20年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
16,319,000円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
23,756,336円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
40,075,336円

　
　
　
　
　
・
Ｈ
19年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
26,395,000円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
11,578,336円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
37,973,226円

　
　
　
　
〇
損
害
賠
償
金

　
　
　
　
　
・
Ｈ
20年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
2,574,600円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
11,434,350円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
14,008,950円

　
　
　
　
　
・
Ｈ
19年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

571,200円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
10,983,150円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
11,554,350円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
〇
放
置
違
反
金

　
文
書
や
電
話
に
よ
る
催
告
を
行
い
自
主
納
付
を
促
す
と
と
も
に
，
催
告
に
応
じ
な
い
悪
質
な
滞
納
者
に
対

し
て
は
，
法
的
措
置
と
し
て
滞
納
処
分
を
講
じ
る
な
ど
，
収
納
促
進
と
収
入
未
済
の
発
生
防
止
に
努
め
て
い

く
こ
と
と
し
た
。

　
　
　
〇
損
害
賠
償
金

　
文
書
や
電
話
な
ど
に
よ
る
催
告
を
行
う
と
と
も
に
，
一
括
納
入
が
困
難
な
債
務
者
に
対
し
て
は
分
割
納
入

の
指
導
を
行
い
，
ま
た
，
所
在
不
明
者
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
住
所
地
や
親
類
宅
を
確
認
す
る
な
ど
の
追
跡

調
査
を
行
い
，
収
納
促
進
と
収
入
未
済
の
発
生
防
止
に
努
め
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
告
示
第
199号

　
警
備
業
法
（
昭
和
47年

法
律
第
117号

。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
23条

第
１
項
に
規
定
す
る
検
定
を
次
の
と
お
り

実
施
す
る
。

　
　
平
成
21年

12月
８
日

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
中
村
　
孝
也
　
　

１
　
検
定
に
係
る
警
備
業
務
の
種
別
及
び
級

　
警
備
員
等
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則（
平
成
17年

国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
20号

。
以
下
「
検
定
規
則
」と
い
う
。）

第
１
条
第
２
号
に
規
定
す
る
警
備
業
務
対
象
施
設
の
破
壊
等
の
事
故
の
発
生
を
警
戒
し
、
防
止
す
る
業
務
（
機
械
警

備
業
務
及
び
空
港
保
安
警
備
業
務
を
除
く
。
以
下
「
施
設
警
備
業
務
」
と
い
う
。）
に
係
る
１
級
及
び
２
級

２
　
実
施
期
日

　
�
　
施
設
警
備
業
務
１
級

　
　
　
平
成
22年

３
月
10日

（
水
）
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　
�
　
施
設
警
備
業
務
２
級

　
　
　
平
成
22年

３
月
11日

（
木
）
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

３
　
実
施
場
所

　
　
仙
台
市
泉
区
高
森
二
丁
目
１
番
地
の
39

　
　
仙
台
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
―

４
　
受
検
定
員

　
�
　
施
設
警
備
業
務
１
級
　
30人

　
�
　
施
設
警
備
業
務
２
級
　
30人

５
　
受
検
対
象
者

　
�
　
施
設
警
備
業
務
１
級



（9）　 平成21年12月８日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第2114号　　 
　
宮
城
県
内
に
住
所
を
有
す
る
者
又
は
宮
城
県
内
の
営
業
所
に
属
す
る
警
備
員
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
も
の

ア
　
検
定
規
則
第
４
条
に
規
定
す
る
２
級
の
検
定
（
施
設
警
備
業
務
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
施
設
警
備
業

務
２
級
検
定
」
と
い
う
。）
に
係
る
法
第
23条

第
４
項
の
合
格
証
明
書
（
以
下
「
合
格
証
明
書
」
と
い
う
。）
の

交
付
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
っ
て
、
当
該
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
後
、
施
設
警
備
業
務
に
従
事
し
た
期

間
が
１
年
以
上
で
あ
る
も
の

イ
　
都
道
府
県
公
安
委
員
会
が
前
記
ア
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
能
力
を
有
す
る
と
認
め
る
も
の

　
�
　
施
設
警
備
業
務
２
級
 

　
　
　
宮
城
県
内
に
住
所
を
有
す
る
者
又
は
宮
城
県
内
の
営
業
所
に
属
す
る
警
備
員

６
　
検
定
内
容

　
施
設
警
備
業
務
に
関
す
る
知
識
及
び
能
力
に
係
る
学
科
試
験
及
び
実
技
試
験
（
学
科
試
験
は
実
技
試
験
の
前
に
行

い
、
学
科
試
験
に
合
格
し
な
か
っ
た
者
に
対
し
て
は
、
実
技
試
験
は
行
わ
な
い
。）

７
　
受
検
申
請
手
続

　
�
　
検
定
申
請
の
受
付
期
間

　
施
設
警
備
業
務
１
級
及
び
２
級
と
も
平
成
22年

１
月
25日

（
月
）
か
ら
同
年
２
月
５
日
（
金
）
ま
で
（
土
・
日

曜
日
を
除
く
。）
の
10日

間
（
毎
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）。

　
な
お
、
受
付
は
先
着
順
と
し
、
定
員
に
達
し
た
場
合
は
期
間
内
で
あ
っ
て
も
締
め
切
る
。

　
�
　
申
請
書
の
提
出
先

　
次
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
定
め
る
警
察
署
生
活
安
全
課
と
す
る
。

　
な
お
、
郵
送
に
よ
る
提
出
は
受
け
付
け
な
い
。

　
　
ア
　
宮
城
県
内
に
住
所
を
有
す
る
者

　
　
　
　
住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署
生
活
安
全
課

　
　
イ
　
宮
城
県
内
に
住
所
を
有
し
な
い
警
備
員
で
、
宮
城
県
内
の
営
業
所
に
属
し
て
い
る
も
の

　
　
　
　
属
す
る
営
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
警
察
署
生
活
安
全
課

　
　
ウ
　
宮
城
県
内
に
住
所
を
有
す
る
警
備
員
で
、
宮
城
県
内
の
営
業
所
に
属
し
て
い
る
も
の

　
　
　
　
住
所
地
又
は
属
す
る
営
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
警
察
署
生
活
安
全
課

　
�
　
提
出
書
類

　
　
ア
　
施
設
警
備
業
務
１
級

�
　
検
定
申
請
書
（
検
定
規
則
別
記
様
式
第
１
号
）　
１
通

�
　
住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署
生
活
安
全
課
に
提
出
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
宮
城
県
内
の
住
所
を
疎
明
す
る

書
面
　
１
通

�
　
属
す
る
営
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
警
察
署
生
活
安
全
課
に
提
出
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
営
業
所

に
属
す
る
こ
と
を
疎
明
す
る
書
面
　
１
通

�
　
前
記
５
－
�
－
ア
に
該
当
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
施
設
警
備
業
務
２
級
に
係
る
合
格
証
明
書
の
写
し
及
び

当
該
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
警
備
業
者
等
の
作
成
に
係
る
警
備
業
務
従
事
証
明
書
。

た
だ
し
、
警
備
業
者
が
既
に
廃
業
し
て
い
る
な
ど
警
備
業
務
従
事
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
事
情
を
疎
明
し
た
上
で
、
前
記
５
－
�
－
ア
に

該
当
す
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面
及
び
履
歴
書
　
１
通

�
　
前
記
５
－
�
－
イ
に
該
当
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
１
級
検
定
受
検
資
格
認
定
書
　
１
通

�
　
写
真
（
申
請
前
６
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
三
分
身
、
無
背
景
の
縦
の
長
さ
3.0セ

ン
チ
メ
ー

ト
ル
、
横
の
長
さ
2.4セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
そ
の
裏
面
に
氏
名
及
び
撮
影
年
月
日
を
記
入
し
た
も
の
）　
２

葉

　
　
イ
　
施
設
警
備
業
務
２
級

�
　
検
定
申
請
書
（
検
定
規
則
別
記
様
式
第
１
号
）　
１
通

�
　
住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署
生
活
安
全
課
に
提
出
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
宮
城
県
内
の
住
所
を
疎
明
す
る

書
面
　
１
通

�
　
属
す
る
営
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
警
察
署
生
活
安
全
課
に
提
出
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
営
業
所

に
属
す
る
こ
と
を
疎
明
す
る
書
面
　
１
通

�
　
写
真
（
申
請
前
６
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
三
分
身
、
無
背
景
の
縦
の
長
さ
3.0セ

ン
チ
メ
ー

ト
ル
、横
の
長
さ
2.4セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、そ
の
裏
面
に
氏
名
及
び
撮
影
年
月
日
を
記
入
し
た
も
の
）　
２
葉

　
�
　
受
検
手
数
料

　
公
安
委
員
会
関
係
手
数
料
条
例
（
平
成
12年

宮
城
県
条
例
第
21号

）
第
２
条
第
１
項
の
表
66の

項
に
基
づ
き
、

　
　
ア
　
施
設
警
備
業
務
１
級
　
16,000円

　
　
イ
　
施
設
警
備
業
務
２
級
　
16,000円

の
額
に
相
当
す
る
宮
城
県
収
入
証
紙
に
よ
り
申
請
時
に
納
付
す
る
こ
と
。

　
な
お
、
既
納
の
受
検
手
数
料
は
還
付
し
な
い
。

８
　
検
定
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項

　
検
定
に
係
る
学
科
試
験
及
び
実
技
試
験
を
受
験
す
る
と
き
は
、
検
定
申
請
書
を
提
出
し
た
警
察
署
に
お
い
て
交
付

す
る
受
検
票
を
持
参
す
る
こ
と
。

９
　
そ
の
他

　
検
定
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
　
警
察
本
部
生
活
安
全
部
生
活
環
境
課
（
電
話
番
号
022－

221－
7171　

内
線

3184）


	無題

